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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・退所者数を分母、死亡退所者数を分子とし看取り率を算出、看取り率８０％以上を積極的、看取り率７９～２０％を中
　間、看取り率２０％未満を消極的の３つに分類し、２０１７年と２０２０年の看取り率のデータを比較した。
・２０２０年に新たに参加した施設は１１施設、内訳をみると看取り率の分類で積極的が３施設、中間が４施設、消極的
　が３施設で分類に偏りがなく割合には影響しないものと考えられる。
・２０２０年と２０１７年の看取り率の比較では、２０１７年に看取り率が消極的であった３施設、中間であった１２施
　設の計１５施設が、２０２０年に看取り率８０％と回答している。積極的な看取り率が３２．５％から４５．３％と、
　１２．８％と増加したのは、各施設で看取りが普及していることが伺える。
・２０２０年の調査に協力いただいた地域密着型介護老人福祉施設２９施設の看取り率をみると、24.1％、７施設が看取
　りに消極的であり、41.4％の12施設が看取り率が積極的であった。
・看取りに消去的であると回答した１９施設の内、医療法人が経営母体にある施設は１施設であり、18施設の94.7％は
　医療法人とつながりがない施設であった。
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